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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 121 ha

平成 16 年度　～ 平成 25 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成12年度 平成20年度

件／年 平成15年度 平成20年度

ｍ 平成15年度 平成20年度3,770　3.歩道整備済延長 　整備済の歩道延長
高齢者や障害者、また、通学路として利用する小中学生等が
安心して通行できる歩行者空間の充実を目指す。

1,500

2,582

　2.交通事故件数 　所轄警察署に照会した地区内の交通事故件数
交通安全施設など生活空間の安全性を高め、交通事故件数
の減少を目指す。

25 20

　1.地区内定住人口 　国勢調査による人口

住環境の快適性（住み易さ）を、生活基盤施設の整備、防災
機能の充実、地域コミュニティ意識の高揚、緑豊かな自然と
の共存などにより総合的に向上させ、定住人口の増加を目
指す。

2,445

・都市環状道路（上田バイパス）整備に伴って予想される交通量増加に対応できる生活道路整備が遅れている。
・バイパス整備により地域が分断され、住民生活に支障をきたすことや、急速な都市化に伴う地域コミュニティ低下のおそれがある。
・市街化が急速に進行する中、早急に染屋台グリーンベルトの緑地保全対策を講じる必要がある。

・多様な機能と活動の空間が緑豊かな居住空間と共存するまちを地域の将来像とする。
・交通網を整備し、新たな交通拠点の形成を図り、賑わいを創出する。
・緑の空間を活かし、うるおいややすらぎのあるレクリェーション拠点づくりを進める。
・平成11年に策定された「上田市都市計画マスタープラン」に定められた土地利用構想の中で、将来の市街地と位置付けられている、(a) 国勢調査による人口集中地区、(b) 国道18号線バイパス沿線、(c) 主要幹線道路沿線など
　今後の開発圧力が顕著になりそうな地域について、当市では用途地域に指定することとしている。当市の場合、現在の用途地域周辺に島状に人口が40人/haを超える地域が存在しているが、その内、マスタープランの将来市街
　地地域を優先して定めていることとしているが、当地区（染屋台地区）はそれに含まれている。具体的には、上田バイパス（第二期工区）沿線を準工業地域、その他幹線道路沿線を第一種住居地域、その他地域を第一種低層住
　居専用地域とする。上田バイパス（第二期工区）沿線は、積極的に都市的土地利用を促進し、それ以外の地域については、良好な居住環境を図っていくものとする。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 長野県
うえだし

上田市
　  そめやだいちく

　染屋台地区

計画期間 交付期間 20

一般国道１８号上田バイパス（都市環状道路）第２期工区の整備に伴い、安全で快適な生活空間とコミュニティを創出し、あわせて防災機能の強化を図る。

・当地区は、上田市の東部に位置し、住宅、商業、工業等の都市的土地利用と農地及び自然豊かな緑地帯が混在しているが、近年では、地区に近接する上田菅平インターチェンジや国道１８号上田バイパス（第１期工区）の影響
　などを受け、幹線道路沿いや河岸段丘市街地側で市街化が進行している。また、将来的には一般国道１８号上田バイパス（第２期工区）が南北に縦断するように計画されている。
・当地区と中心市街地の間にある河岸段丘（染屋台グリーンベルト）は、上田市民が守り育ててきた貴重な緑地帯として、自然環境の保護、土砂災害防止、景観保全等の面から20年程前から保全対策が市民の中で叫ばれ、長野
　県自然保護研究所、染屋の森の会、地球ＳＯＳ（うえだ環境市民会議ワーキングチーム）、上田市立東小学校などの各種団体により、以前より実験林による里山の復元、ヒートアイランド現象の体感学習会など保全に向けた活動
　が続けられてきた。しかし、全体の7割以上が個人所有地であることなどから、これまでは総合的な緑地保全対策が行われていなかった。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・快適で安心して暮らせる生活空間の整備
・地域コミュニティ形成の拠点となる交流の場の整備
・緑豊かな居住空間の整備

・染屋台グリーンベルト保全事業
・染屋台グリーンベルト保全啓発事業
・ポケットパーク整備事業
・市営岩門団地公共下水道接続事業
・公共下水道整備事業
・染屋交流センター建設事業

・上田バイパス（第二期工区）供用による自動車交通量の増加に対応する交通安全施設の整備
・バイパス（4車線）による地域の分断を防ぐための連絡道となる生活道路の整備
・歩行者空間の確保、通学路の安全確保

・市道改良事業

・防災機能の強化
・避難場所、避難路の確保

・市道改良事業
・排水路整備事業

※　事業終了後の継続的まちづくり活動
　染屋台グリーンベルトについては、地域住民やまちづくり各種団体とが交流を図るイベント（実験林による里山の復元、ウォーキング、ヒートアイランド現象の体感学習会など）の開催により緑地保全に対する啓発活動を行うが、それ
　以降も、枝打ち、下草刈り、間伐、補植、清掃などの維持管理を行うなど、継続的に緑地保全が図れるようにしていく。

※　市道改良（染屋西野竹線）に伴う市の費用負担
　国土交通省起業による国道18号上田バイパス第２期工区の整備に伴い、交差等により関連する市道2路線について、国土交通省が機能回復を図るが、これに併せ、快適で安心して暮らせる生活空間を創出するために当該市道の
  機能アップ（幅員拡張、歩道設置）を図る。関連市道の用地取得、本工事はバイパス本線と一体として国土交通省が実施するが、機能アップ分の費用については、アロケーションにより、市から国土交通省へ業務を委託する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 上田市 直 L= 200m 平成15年度 平成19年度 平成16年度 平成18年度 60 59 59 59

上田市 直 L= 175m 平成15年度 平成19年度 平成16年度 平成18年度 65 64 64 64

上田市 直 L= 　46m 平成15年度 平成18年度 平成16年度 平成18年度 13 13 13 13

上田市 直 L= 290m 平成16年度 平成20年度 平成16年度 平成20年度 39 39 39 39

上田市 直 L=　 50m 平成17年度 平成20年度 平成17年度 平成20年度 10 10 10 10

上田市 直 L= 220m 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 29 29 29 29

上田市 直 L=　72ｍ 平成18年度 平成20年度 平成18年度 平成20年度 25 25 25 25

上田市 直 L=　90ｍ 平成17年度 平成19年度 平成17年度 平成19年度 16 16 16 16

上田市 直 L=260ｍ 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 52 52 52 52

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 上田市 直 － 平成 3年度 平成25年度 平成17年度 平成20年度 24 24 24 24

高質空間形成施設 －

高次都市施設 上田市 直 １棟 平成18年度 平成20年度 平成18年度 平成20年度 155 146 146 146

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 488 477 477 477 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

上田市 直 － 平成18年度 平成18年度 平成18年度 平成18年度 9 9 9 9

0

0

－ 0

－ 0

上田市 直 － 平成  3年度 平成25年度 平成20年度 平成20年度 1 1 1 1

－ 0

合計 10 10 10 10 …B
合計(A+B) 487

交付対象事業費 487 交付限度額 194.8 国費率 0.4

0

0

0

0

0

0

0

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

市道構国分4号線

－

染屋グリーンベルト保全事業

－

－

－

－

直／間事業箇所名

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

地域創造
支援事業

－

市道構国分7号線

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

市道小岩門10号線

市道染屋19号線(第1工区)

市道小岩門1号線

地下埋設物等建設事業

染屋台グリーンベルト保全啓発事業

－

細項目

0

市道小岩門11号線 0

市道小岩門12号線 0

0

市道染屋西野竹線 0

市道染屋21号線 0

0

0

染屋交流センター建設事業

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体事業

（参考）事業期間



（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国土交通省 国土交通省 L=1.8km ○ 平成13年度 ー ー

上田市 国土交通省 A=2,080ha ○ 昭和42年度 平成30年度 58,735

長野県 国土交通省 L=760ｍ ○ 平成10年度 平成22年度 700

上田市 国土交通省 27戸 ○ 平成18年度 平成18年度 18

上田市 国土交通省 L=120m ○ ー ー 10

上田市 国土交通省 3箇所 ○ ー ー 50

合計 59,513

規模事業

上田バイパス（第２期工区）

事業期間

ー

（いずれかに○）

主要地方道小諸上田線

一般国道18号

事業主体

ポケットパーク整備事業

排水路整備事業

全体事業費

主要地方道小諸上田線整備事業

所管省庁名

上田処理区

事業箇所名

ー

公共下水道整備事業

市営岩門団地公共下水道接続事業 市営岩門地区



地区内定住人口 （ 人 ） 2,445 （ 12年度 ） → 2,582 （ 22年度 ）

交通事故件数 （件/年） 25 （ 15年度 ） → 20 （ 20年度 ）

歩道整備済み延長 （ ｍ ） 1,500 （ 15年度 ） → 3,770 （ 20年度 ）

　染屋台地区（長野県上田市）　整備方針概要図

目標
国道１８号上田バイパス（都心環状道路）第２期工区の整備に伴い、安全で

快適な生活空間とコミュニティを創出し、あわせて防災機能の強化を図る。

代表的な

指標

0 100m



（様式１）

都道府県名 市町村名
長野県 上田市

Ⅰ．目標の妥当性

①都市再生基本方針との適合等 チェック欄

○

○

②地域の課題への対応 チェック欄

1) 地域の課題を踏まえてまちづくりの目標を設定している。 ○

2) まちづくりの必要性という観点から地区の位置付けが高い。 ○

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等 チェック欄

1) 目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

2) 指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

3) 目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

4) 指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

5) 地域資源の活用やハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

④事業の効果 チェック欄

1) 十分な事業効果が確認されている ○

2) 事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤地元の熱意 チェック欄

1) まちづくりに向けた機運がある。 ○

2) 住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

3) 継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

⑦円滑な事業執行の環境 チェック欄

1) 計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

2) 交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。

3) 計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

【記入要領】

　・都市再生整備計画の記載内容が、確認シートの各項目に該当する場合は、チェック欄に○を記入する。

　・（該当するものに○）の項目は、都市再生整備計画の記載内容が該当する項目の番号を○で囲む。

（該当するものに○）　①．市町村総合計画　　２．都道府県長期計画　　３．都市再生緊急整備地域
.　　　　　　　　　　　　　 ４．構造改革特別区域　　５．地域再生計画　　６．全国都市再生モデル調査
.　　　　　　　　　　　　　 ７．被災市街地　　８．中心市街地活性化計画　　９．その他（地域防災計画）

まちづくり交付金の客観的評価基準の確認シート

1) まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。

2) 上位計画等と整合性が確保されている。

（該当するものに○）　１．中心市街地活性化　 ②．防災　 ３．少子高齢化　 ④．人口定着　５．観光・交流
.　　　　　　　　　　   　　６．アメニティ　 ⑦．交通利便性　 ８．都市活力　 ⑨．地域コミュニティ　 10．その他

地区名
染屋台地区


